
起因物、事故の型：階段、桟橋 - 激突の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労働

者規

模

1
16～

17

引越荷物搬入中、2階から3階に室外エアコン（10kg）を運んでいると

き、階段で足が滑り、右膝をぶつけて負傷した。
21 50101

50～

99

1 7～8
本社社屋内階段にて、出勤のため2階事務所に上がっていく途中、誤って

階段を踏み外し、左足親指骨折を負った。
30 80409 ―

1
11～

12

配達のためお客様宅外階段を昇っていた際、階段に右足がつまずいてし

まい、左膝を負傷した。
26 110101

100

～

299

1
10～

11

運搬作業中、ベッドの床板（重さ6キロ程）を1人で持って階段を下りて

いたところ、誤って最後の1段を踏み外し、左足を捻ってしまった。
49 40301

10～

29

1
18～

19

30kgくらいの荷物を3階へ運んでいる際に足場が確認できず、不安定な

状態で足が着地したために、足を滑らせ、捻るように足を着き、右足関

節前距腓靭帯損傷を負った。

25 40301 ―

2 13~14

個人宅外壁塗装工事において、養生シートを現場から両手に持ち、道路

に徒歩で運搬中、敷地から道路の段差の階段（2段）を下りる途中に躓

き、右足首を受傷し、捻挫と一部剥離骨折の診断を受けた。

59 30202 ―

2 7~8

接岸していた本線に小型船を積み付けする作業中、岸壁のビットに小型

船のロープを掛け終え、本船に乗船し別の作業に向かったが途中にある

階段に足を掛ける際、走っていたため階段の角に強く足の裏をぶつけ痛

めた。

49 40102
10～

29

2 5~6
1階の仕事場（野菜処理室）から2階トイレに行って戻ろうとした時、最

53 10109

100

～



後の階段を踏み外して右足の甲を骨折する。
299

2 14~15

浴場通路奥側出入口で、汚れたスリッパを洗うため、スリッパが大量に

入った袋を持ったまま、外部へ出ようとした際、3段の階段を踏み外し、

左足首をくじいた。 少し痛かったが、その日はそのまま作業を行った。

帰宅後、少し腫れており、翌日は更に痛かったので、診療所へ行き、

テーピングと湿布で固定し、出勤して作業を行ったが、不安になり別の

大きな病院で診てもらったところ、骨折と判明した。

50 130301

100

～

299

2 5~6
店舗にて新聞配達後の片付作業中、階段を踏み外した際に左手をついた

ところ脱臼したものである。
71 80205 ―

2 14~15 階段手すりを掃除中、階段で躓き手をついてしまった。 71 140101
50～

99

3 10~11

倉庫2Fフロアから両手で荷物を（書類の束）抱えて1Fへ階段を降り始め

たとき、上から2段目で足を踏み外し、倒れずに勢いよく下り踊り場正面

の壁に激突して右顔面を強打し、右膝から倒れ床に強打した。

69 50101

100

～

299

3 13~14
個人宅への配達業務中、宅配先の玄関の段差を足元不注意により踏み外

し、左足首の靭帯を損傷した。
21 40301

10～

29

3 6~7

仮眠業務に就くにあたり、ロッカーに向かい階段2階から3階へ上がる際

に、階段を踏み外し転倒した。 転倒の際、階段に左手を着いた時に、階

段の縁に中指と薬指の間にまたがり、左手の中指関節内骨折、左環指脱

臼膝となり、左ひざを地面についた事により、右ひざを挫傷した。

63 150101

100

～

299

3 11~12
工場内で鍍金加工作業において、加工物を取ろうとした際、階段途中に

あったバーに接触し、右肩が脱臼した。
30 11204

10～

29

3 11~12
新築工事現場にて、階段下の床に置いていたヘルメットを取って、立ち

上がった時に階段の段板で頭を打った。
35 30202 1～9

3 15~16
作業所にてテント張替作業中に、階段足場（高さ2m幅1.5m）より足を

滑らせ着地した際、右足かかとを負傷した。
44 11209 1～9

8F内装工事現場へ棚（縦2m、横1m、幅0.5m、重さ40kg）を4人で運び



4
11～

12
入れる際に、歩道から同ビルエレベーターホールへの階段12段の頂上付

近で荷物を持ったまま階段につまずき膝を強打した。

67 10501 1～9

4
9～

10

外壁塗装工事にて、足場の昇降用階段を下りている時に足を踏み外し転

倒し、手をついた際に両手を負傷した。
48 30309 1～9

4
9～

10

店舗厨房でお皿を持っていて足元が見えない状況で厨房と売場の段差に

気がつかずに足を踏み外し、左足甲の靭帯が伸びた。
55 80209

30～

49

4 7～8

日常清掃にて、4階から3階に階段で下りる際、降りきったがまだ下に段

があると思い込み、思いっきり足を踏みおろしたが段がなく、かかとか

ら床に強打した。

68 150101

100

～

299

4
11～

12

二階建てアパートの二階へ配達に行き階段を下りている時、右足を着地

した際に右足底内側と外側の靭帯損傷した。
35 40301

30～

49

5
11～

12

配達先の階段を上がろうとした際、雨天で階段・靴が濡れていた為、足

元が滑って踏み外し、左向こう脛を階段に打ちつけた。
64 40301

30～

49

5 3～4

被災者は製鋼工場においてアルミ灰吹込み機の排気弁エルボ部の応急修

理作業に従事していた。 作業後に階段を降りる際、左足を踏み外し（股

が裂けたような状態で）右足首を捻ってしまった。

41 11001

100

～

299

5 7～8
地下にあるロッカーで着替えて勤務場所（5階）に向かう途中、階段に左

足を強打した。
19 130101

500

～

999

6
15～

16

配達管理区内にて、夕刊配達のため階段を下りた時、右足がズキッとし

た。 足に痛みを感じながらも配達を終了した。 夕方より集金業務を開始

するも痛みは徐々に強くなり、集金業務終了時頃には歩行不能になる程

の激痛に至る。

54 80205
30～

49

6
16～

17

エレトラックの停車位置を修正するため、小移動をしていたところ急加

速し、前方のパン点検台への階段にぶつかりそうになったため、反射的

に右手を前方に出してしまい、右手首が階段と衝突し、右手首を受傷し

た。 診断結果は開放骨折で、感染症が心配されることから入院となっ

55 40101
50～

99



た。

6 8～9
建物内階段を2階から1階へ移動中、踊り場手前3～4段目で足を踏み外

し、踊り場の壁に右肩を打ち転倒した。
65 170209

50～

99

6
21～

22

3階にあるお宅へ配達する為、階段を上がっている際、右足を着地した際

に捻ってしまった。 当日は、力が入らないなどの違和感を感じる程度

だった為、業務を続けていた。 翌朝、右膝が曲がらない等の痛みがあ

り、病院を受診したところ、右膝靱帯損傷で全治1週間と診断された。

49 40301

100

～

299

6
10～

11

事務所と店舗間の外階段において、商品の送り状を事務所から店舗へ

持っていくため階段を下りている時、雨で濡れていた階段で滑って落ち

そうになったため、バランスを取ろうとして膝を捻った時に関節が外れ

そうになり、足を床につけることが出来なくなった。 痛みがあったが、

我慢して業務を続けていたが、痛みと腫れが酷くなった。

43 10102 1～9

6
10～

11

工場内でグルテンを右手に持ち、1階から2階へ上がろうとしたところ、

最初の段に躓いた際、左手を地面に打ちつけて、左手手首を骨折した。
57 10109 1～9

7 11~12

病院病棟において、病棟清掃作業中、病室内清掃後、廊下にモップをか

けようと両手にモップを持って歩いていたところ、廊下に掃除機が出て

いることは視認していたがコードには気付かず、コードに足をひっかけ

転倒した際、床面に左頬、左上肢を打ち負傷した。

73 170209 1～9

7 14~15
マンションの5階階段付近において、降りる際に左足を滑らせ、左膝を強

打して転倒した（検針作業中の移動中に発生）。
42 80409

100

～

299

7 9~10
事務所に入ろうとしたところ、雨で滑り、左ひざを階段で強打してし

まった。
44 30309

10～

29

7 7~8

店舗配送を終了し、業務用EVホールから外に出る際、雨が降っていたの

で傘を取りに向かおうとしたところ、螺旋階段の下を通った際に頭をぶ

つけた。

47 50101

100

～

299

B2F検品所からB3F事務所へ行く途中の階段で、次に予定が入っている6F
500



7 9~10
に移動する旨を報告に行く最中に、階段の最下段を滑って踏み外し、不

安定な体勢で足首を強くコンクリートに打ち付ける状態で転倒し左足首

を骨折してしまった。

44 80201 ～

999

7 11~12
職場（花屋）の店の出入口の階段にて、配達の花を持ち車に積み込際足

元みえなかったため階段を踏みはずす。
35 80209 1～9

7 9~10
3階更衣室から1階事務所へ向かうため、従業員階段を下りていた際、踊

り場で、着地するときに左足首を捻って、捻挫した。
49 80209

300

～

499

7 19~20
店内のカウンター付近で厨房にオーダーを伝える際、段差によって足を

踏み外して負傷した。
17 140201

10～

29

7 11~12

上記事業場において、レジの釣銭を袋に入れ、2階にある金庫へ運ぶため

に、階段を上っていた。 釣銭を入れている袋（2～3kg）を両手で持って

いたため、手すりを持たずに階段を上っていたところ、階段を踏み外

し、その踏み外した反動で、右足のふくらはぎに左足のつま先が衝突

し、右足のふくらはぎを受傷した。 しばらく安静にしていたが、痛みが

治まらなかった。

41 140201
10～

29

7
15～

16

配達先敷地において、トラック荷台から飲料ケースを足元の台車に降ろ

す作業中、地面の段差に足を乗せた状態で荷物を移動させたところ、身

体のバランスを崩し、左足の外側に重心がかかり左足小指付け根部分を

負傷した。

43 40301
50～

99

7
20～

21

従業員送迎業務で駅から工場へ送迎後、近くのコンビニでトイレを借

り、戻るときに歩道縁石の段差で足をくじき、右足を負傷した。
55 170209

10～

29

7
11～

12

店舗内、2階から1階へ繋がる階段を駆け下りた際、足元をよく見ておら

ず足を踏み外した。 その際、身体を支えようと階段手すりに手をつき、

衝撃で左中指の指先を骨折した。

22 80302
10～

29

7
14～

15

作業場内で2階に移動しようとして階段を上っていたとき、バランスを崩

し、右手を階段の手すりにぶつけて負傷した。
56 11703

100

～



299

7
13～

14

生コンの運搬が終了し、生コンクリート工場に帰社後、車内にて昼食を

とり、弁当箱を返却するため休憩場所に持って行った。 車内に戻る途

中、生コン積み込み場所（高さ15～20㎝）から左足を下ろした際に、3

～4㎝位の段差に気付かず、着地した瞬間に足首を捻った。

50 40301
50～

99

9
12～

13

営業所の2階休憩室から階段を下りている際、全ての段を下りたと勘違い

して1段見落としてしまい左足の着地を誤り受傷したもの。 軽い捻挫と

思い業務を継続したが、終業後も痛みが引かないため救急担当の病院を

受診した。

46 40202
30～

49

9
11～

12

配達中、お客様宅の階段に右足をぶつけ負傷した。 当日はそれほど痛み

がなかったため配達業を続けた。 その後も多少痛みがあったが、休むほ

どではないと自分で判断し勤務を続けていたが、骨折が判明した。

65 110101

500

～

999

9 7～8

工場1階作業場で印刷機の汚れをふき取るウエス（スポンジ）を洗った

後、印刷機の横の階段（五段）に昇った際、階段のふちにバランスを崩

し左すねをぶつけ負傷、そのまま家に帰り夜になって腫れあがった為、

自宅で湿布手当をし、後日受診した。

24 10701
30～

49

9
17～

18

配送先が入っているビルの階段で、商品の入ったかごを両手で運んでい

たところ、上から下ってくる人とすれ違う為、後ろ向きのまま踊り場ま

で下がろうと、一段下がったところ、もう一段下に踏み外してしまい、

右足小指付近を骨折したものである。

57 170101
10～

29

9
17～

18

配送先が入っているビルの階段で、商品の入ったかごを両手で運んでい

たところ、上から下ってくる人とすれ違う為、後ろ向きのまま踊り場ま

で下がろうと、一段下がった際にもう一段下に踏み外してしまい、右足

小指付近を骨折したものである。

57 80109
10～

29

9
12～

13

事業場内のクリーニング工場で、昼休み（3階休憩室で昼食）を終え、午

後の勤務に就くため1階の作業場に戻ろうと階段を下ってきたところ、少

しよそ見をしていて最後の段を踏み外し、1階床に右足をつきそこねて挫

いてしまった。

52 11703
30～

49



9
15～

16

うどんの麺を運搬中に、倉庫から厨房へ移動する際、段差を上がろうと

して、足を踏み外し転倒。 左第五中足剥離骨折、及び左足ふくらはぎ打

撲を負った。

61 140201
10～

29

10 7～8

出勤のときに入館証を忘れため、勤務先のある商業施設の管理事務所に

行こうとして、商業施設内の階段を下りていたときに、足をくじいてし

まい、左足足首を捻挫してしまった。

50 80209
10～

29

10
12～

13

集金業務中、バイクを降り5段程度の階段をのぼっている時2段目あたり

でつまずき4段目の階段の角にひざのお皿の部分をぶつけてしまった。
51 80205

50～

99

10
16～

17

当日、派遣先において退勤後、保育室脇にある階段を下りていたとこ

ろ、玄関先にいた保護者に気をとられ階段を踏み外し、着地した時に左

足首を捻ってしまったもの。

29 170101
30～

49

10
16～

17

当日派遣先において退勤後、保育室脇にある階段を下りていたところ、

玄関先にいた保護者に気をとられ階段を踏み外し、着地した時に左足首

を捻ってしまったもの。

29 130201
30～

49

10
19～

20

退勤の際、夜暗く足元が見えなかったため、裏側の出入口の3段ある階段

を踏み外し、右足首を捻挫した。
26 170209

300

～

499

10
16～

17

重量のある段ボールを持ち、玄関先の段差を降りる際に一歩目の着いた

位置が悪く、体勢を立て直そうとしたが足がもつれ足首を捻った。
22 40301

30～

49

10
12～

13

ボランティアによる演奏会の準備を行う最中に急ぎ階段を下りようと、2

段飛ばしで降りた時、着地の際に左足を捻り、腓骨を剥離骨折する。
28 130101

500

～

999

10
11～

12

清掃作業中に、階段をモップがけしながら後ろ向きに下りた際、右足を

ふみ外し3段程度落ちた。 その際、右足首を捻り痛めた。
53 150101

100

～

299

10
17～

当社工場内において、2階事務所から1階工場内への階段を下りていた

時、誤って足を踏み外し、下の段に思い切り足を踏ん張ったところ、左 48 11301
30～



18
膝に負担がかかり負傷した。

49

11
14～

15

休憩が終わり仕事に戻るため時計を見ようとして、冷蔵庫に足がぶつか

り自分の左足の靴を踏んでしまい、後ろに尻もちをつき、壁に頭をぶつ

けた。

27 11209
30～

49

11 2～3

荷下ろし中、ホーム（約1.5ｍ）から荷物が落下したため拾おうと思い、

トラックのステップに片足を掛け約40㎝の高さから降りた際、ホーム下

の段差に気付かず右足を捻り、右膝前十字靭帯、側副靭帯を損傷したも

のである。

52 40301

100

～

299

11
16～

17

地域訪問中、組合員さんが玄関から出てこられ、一歩下がってお話しし

ようと後ずさりして階段を踏み外してしまった。
42 80209

50～

99

11
15～

16

業務終了後2階フロアのトイレを使用した後、出入口の段差を踏み外し足

を挫いた。 当日は責任者に報告後自宅にて湿布、テーピング処置を

し、2日後に病院にて診察を受けたところ、剥離骨折の為、全治1ヶ月半

リハビリも要するため、しばらく勤務は無理であると診断された。 後に

手術が必要との診断で病院を変更した。

61 150101

300

～

499

11
10～

11

配達先の事務所内階段を登る際、スリッパで躓き階段に膝を打ちつけ歩

行が困難になり、救急搬送されたものである。
59 40301

30～

49

11
15～

16

資材の搬出作業で現場階段を2Fから1Fへ降りる際に、最後の1段を誤っ

て、バランスを崩し、よろけてそこに組まれていた足場鋼管に左脇をぶ

つけた。

57 30301
30～

49

12 4~5
朝刊配達中、配達先宅の階段を降下中に一段踏み外し、左足の踵を強打

し負傷した。
63 80205

50～

99

12 7~8
工場内階段を急いで駆け上がった際、階段を踏み外し、左足小指を強打

した。
26 10109

1000

～

9999

朝、援助に向かおうと会社事務所前に車を置いて、階段下の抜け道を通

る際、本来なら頭を低くして屈んで行くべきところを、何故かそのまま



12 9~10

直立で歩き、コンクリート階段の下部に激突し、はずみで後方へ転倒

し、後頭部を打ち暫く動けずにいた。 ようやく起き上がった時に左足の

付け根に激痛が走り、すぐには立ち上がることが出来なかった。 その

後、何とか立ち上がり痛みに耐えながら利用者宅へ行き援助をした。 そ

の後、会社へ連絡し救急車にて病院へ搬送された。

75 130201
50～

99

12 2~3

朝刊配達中、客先玄関前のポストに朝刊を届けるため、玄関前の段差を

のぼろうと左足を段に乗せたところ、乗せた足の位置が段差の角で、左

足首がカタカナのレの字のように曲がってしまい、脹脛に激痛がはしっ

た。

41 80205
10～

29

12 15~16
館内で勤務場所に向かう途中、階段で最後の2段を踏み外して左足を挫い

た。
43 130201

50～

99

12 17~18

勤務を終えて、当院別館の階段を下りようとしたときに、一瞬意識がな

くなり、気づいたときには、階段の下に座り込んでいた。 その際、右下

肢に痛みを感じたため、病院を受診した。

68 130101

100

～

299

12 16~17

保育園2階事務所にて書類作成中、保護者からの急を要する用件で、階段

にて1階保育室へ下りる途中、階段を踏み外し、階下コンクリート床に左

足をついた際に、左足首を骨折した。

35 130201
10～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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